






研究目的 

現在実施されているTSH の酵素免疫法のマス・スクリーニング法は反応時間,操作時間,労

力,測定時間,コストなどの面で改善すべき点が残されている。我々はこれらの諸点を解決

する方法として,マイクロプレート方式が非常に有利と考えたが,マイクロプレート容器に

よる固相化は抗原抗体結合物がはがれやすい難点があるため,我々は第一の方法として,抗

原や抗体蛋白を結合するニトロセルロース膜やゼータープローブ膜を利用して第2抗体を

結合させ,第一抗体との反応後,酵素 TSH と試料を拮抗させて,洗條後基質と反応させる方

法を開発した。第二の方法は蛋白非吸着のメンブレンタイターを利用して,反応とビーズや

ガラス微粒子抗体との結合物の洗條を膜上で同時に短時間に処理し,マイクロプレート用

迅速蛍光光度計を用いて,わづか 1～2分で 96 件を測定出来る新しいシステム開発した。 


